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第28回　東京医科大学病院看護研究発表会　正誤表
　　　　　　　　　　誤
35P22行目：院内での看護師による清拭の方法は、蒸
しタオル清拭が最も多かった。
35P39行目二院内の看護師による清拭方法は、
44P左下から14行目：57％
48P左下から8行目：容器からから離れた場所
59P結果の6：手術後2日目（10％）
　　結果の7：6～8時・16～21時計9名（27％）
　　　　　：21～6時11名（39％）
　　　　　：8～16時9名（24％）
60P結果の10：12名（42％）
61P図1：4～7日目　6名19％
　　　　：8～14日目　6名19％
　　　　：入院～3日目に転倒
　　図5：3名10％
　　　　：2名6％
　　　　：3名9％
　　　　：19名60％
　　　　：2名6％
　　　　　　　　　　　正
35P22行目：清拭の方法は、蒸しタオル清拭が最も
多かった。
35P39行目：看護師による清拭方法は、
44P左下から14行目：78％
48P左下から8行目：容器から離れた場所
59P結果の6：手術後2日目2名（10％）
　　結果の7：6～8時・16～21時計9名（31％）
　　　　　：21～6時11名　（38％）
　　　　　：8～16時9名（31％）
60P結果の10：12名（41％）
61P図1：4～7日目　5名17％
　　　　：8～14日目　6名21％
　　　　：1～3目目
　　図5：1名3％
　　　　：2名7％
　　　　：3名10％（2か所）
　　　　：19名66％
　　　　：2名7％
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　　　　　図1　多重課題で困難を多くした時期
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　　　図1　多重課題で困難を多くした時期
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